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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由井」特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由井」

　「はちとぴ」では、今号から市内特定の地域の歴史や見どころを取り上げ
る八王子探訪シリーズをスタートします。第１回は由井地域。
　最初に紹介するのは、京王線北野駅から湯殿川、北野街道に沿って京王高
尾線山田駅へと至る「歴史探訪コース」です。

★由
井地
域を 知

る！　その１ はちとぴ
観光★

―特 撰―

深～く

歴史探訪コース

◎参考文献　・�片倉町一丁目町会『わがまち片倉町一丁目』
　　　　　　・由井西部地域住民協議会編『由井市民センター開設二十周年記念誌』
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◎
「
由
井
」
の
縁
起

　

１
９
５
５
年
に
現
在
の
八
王
子
市
域
が
誕

生
す
る
前
、
こ
の
地
域
は
「
由
井
村
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
江
戸

時
代
に
は
打
越
村
、
宇
津
貫
村
、
片
倉
村
、

北
野
村
、
小
比
企
村
、
西
長
沼
村
の
６
か
村

が
由
井
村
域
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
由
井
」
と
い
う
地
名
の
縁
起

は
何
で
し
ょ
う
か
。
由
来
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
は
、
平
安
時
代
、
八
王
子
市
域

（
武
蔵
国
）
に
あ
っ
た
「
由
井
牧
」
で
す
。
当

時
、
現
在
の
関
東
地
域
一
帯
に
は
京
の
都
ま

で
馬
を
献
上
す
る
た
め
の
牧
が
い
く
つ
も
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
武
蔵
国
に
そ
の
１
つ
、

「
由
井
」
の
名
の
つ
く
牧
が
あ
っ
た
の
で
す
。

牧
は
後
に
各
地
で
武
士
団
結
成
を
促
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
八
王
子
市
域
は
、
そ
の
な
か

で
も
有
力
な
武
士
団
、
横
山
党
が
支
配
し
て

い
た
の
で
す
が
、
鎌
倉
幕
府
の
内
紛
に
加
担

し
て
滅
亡
。
そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
初
期
重
臣

の
大
江
広
元
に
所
領
が
与
え
ら
れ
、
広
元
の

次
男
、
時
広
の
代
に
長
井
姓
を
名
乗
っ
て
領

有
し
、
大
江
氏
系
統
の
長
井
氏
が
治
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
大
石
氏
、
そ
の
後

に
治
め
た
北
条
氏
も
八
王
子
市
域
を
含
む
自

身
の
領
地
を
由
井
領
と
呼
称
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
由
井
」
は
八
王
子
で
古
く
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
呼
び
名
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由井」

　

目
の
粗
い
竹
か
ご
「
め
か

ご
」
は
、
か
つ
て
農
家
の
台
所

で
重
宝
さ
れ
た
民
具
で
す
。
地

元
で
は
「
め
か
い
」「
め
け
え
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
由
井
村
宇
津
貫
で
農
家
の
副
業
と
し
て
の
め
か
ご
を

つ
く
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
由
木
村
、
多
摩
村
へ
伝
播
し
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
１
９
１
４
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
府
南
多
摩
郡
農

会
史
』
に
は
、
明
治
末
年
に
南
多
摩
郡
全
体
で
約
３
５
０
軒
の
農
家

が
年
間
53
万
個
も
の
め
か
ご
を
生
産
し
て

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
宇
津
貫
の
農
家
で

は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
農
閑
期
に
山

で
材
料
と
な
る
篠
竹
を
刈
り
入
れ
、
家
族

や
友
人
た
ち
と
で
め
か
ご
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
は
移
り
変

わ
り
、
農
家
が
少
な
く
な
っ
た
現
在
の
由

井
地
域
で
は
、
農
家
の
副
業
と
し
て
の
め

か
ご
を
つ
く
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
め
か
ご
づ
く
り
を
い
ま
で
も
体

験
で
き
る
の
が
、
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
み

な
み
野
分
館
の
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
で

す
。
室
内
に
は
み
な
み
野
の
歴
史
と
と
も

に
、
め
か
ご
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

務
室
に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
お
く
と
、

毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
、
め

か
ご
づ
く
り
体
験
が
で
き
ま
す
。
荷
造
り

用
ビ
ニ
ー
ル
バ
ン
ド
を
使
用
し
て
つ
く
る

の
で
す
が
、
材
料
費
３
０
０
円
の
み
で
、

１
、
２
時
間
も
す
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
め

か
ご
を
作
成
で
き
ま
す
。

★
「
北
野
」
の
由
来

　

京
王
線
北
野
駅
北
口
を
降
り
る

と
、
１
９
８
１
年
に
北
野
土
地
区

画
整
理
事
業
完
成
記
念
と
し
て
建

て
ら
れ
た
❶
田
植
え
の
像
が
見
え

ま
す
。
旧
北
野
村
を
は
じ
め
由
井

地
域
一
帯
に
は
、
か
つ
て
水
田
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
こ

そ
宅
地
開
発
が
進
み
、
面
影
は
ほ

と
ん
ど
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
往

時
の
由
井
地
域
を
象
徴
す
る
像
と

も
い
え
ま
す
。

　

八
王
子
バ
イ
パ
ス
近
く
に
あ
る

北
野
天
満
社
は
、
横
山
党
の
一
族

が
京
都
の
北
野
天
満
宮
を
勧
請
し

て
で
き
た
神
社
で
、「
北
野
」
の

地
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
場
所
で

す
。
本
殿
の
裏
手
に
は
、
紀
元
前

２
０
０
０
年
の
縄
文
時
代
後
期
の

住
居
跡
と
い
わ
れ
る
❷
北
野
石
器

時
代
住
居
跡
が
あ
り
ま
す
。
１
９

４
１
年
に
当
時
の
由
井
第
一
小
学

校
敷
地
内
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡

で
、
１
９
６
３
年
の
区
画
整
理
に

伴
い
現
在
地
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
２
本
の
石
棒
を
伴
う
敷
石
住

居
と
し
て
注
目
さ
れ
、
市
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
王
子
バ
イ
パ
ス
を
南
に
辿

り
、打
越
交
差
点
で
北
野
街
道
を

❶
京
王
線
北
野
駅

　
（
田
植
え
の
像
）

　
８
分 

➡ 

０・３
㎞

❷
北
野
天
満
社

　
（
北
野
石
器
時
代
住
居
跡
）

　
18
分 

➡ 

１・０
㎞

❸
梅

洞

寺

　
27
分 

➡ 

１・５
㎞

❹
慈

眼

寺

　
15
分 

➡ 

０・８
㎞

❺
片
倉
城
跡
公
園

　
５
分 

➡ 

０・２
㎞

❻
住
吉
神
社

　
19
分 

➡ 

１・０
㎞

❼
斟

珠

寺

　
９
分 

➡ 

０・４
㎞

❽
カ
タ
ク
リ
橋

　
８
分 

➡ 

０・３
㎞

❾
小
比
企
稲
荷
社

　
８
分 

➡ 

０・３
㎞

❿
長

慶

寺

　
10
分 

➡ 

０・５
㎞

⓫
大

林

寺

　
20
分 

➡ 

１・２
㎞

⓬
六

地

蔵

　
26
分 

➡ 

１・４
㎞

⓭
京
王
高
尾
線
山
田
駅

由
井
地
域
を 

知
る
！

　
歴
史
探
訪
コ
ー
ス

西
に
向
か
う
と
、
打
越
八
幡
社
で

す
。
そ
こ
か
ら
少
し
進
む
と
室
町

時
代
に
創
建
さ
れ
た
❸
梅
洞
寺
が

あ
り
ま
す
。
寺
の
裏
手
に
は
、
太

平
洋
戦
争
中
、
本
土
決
戦
用
予
備

資
材
集
積
の
た
め
の
地
下
壕
が
掘

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

★
片
倉
城
跡
を
闊
歩

　

湯
殿
川
を
上
流
に
沿
っ
て
進
む

と
、
赤
い
山
門
が
特
徴
的
な
❹
慈

眼
寺
が
あ
り
ま
す
。
国
道
16
号
を

出
て
、
北
に
進
む
と
、
左
に
見
え

る
の
が
❺
片
倉
城
跡
公
園
で
す
。

こ
こ
に
は
か
つ
て
中
世
城
郭
の
典

型
を
示
す
片
倉
城
が
あ
り
ま
し
た
。

応
永
年
間
こ
ろ
に
鎌
倉
幕
府
初
期

の
重
臣
、
大
江
広
元
の
子
孫
で
あ

る
長
井
氏
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
井
氏
は
16
世
紀
初
頭
に

滅
亡
し
、
時
同
じ
く
し
て
片
倉
城

も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
城
は
そ

の
後
、
大
石
氏
の
支
配
を
経
て
、

北
条
氏
照
の
滝
山
城
の
支
城
の
１

つ
に
な
り
ま
し
た
が
、
八
王
子
城

と
と
も
に
１
５
９
０
年
に
滅
ぼ
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
自
然

環
境
を
活
か
し
た
市
立
片
倉
城
跡

公
園
が
開
園
。
１
９
９
９
年
に
は

都
指
定
史
跡
に
な
り
、
現
在
は
本

でした！
お
つかれさま

深
～
く

▼

▼めかご

▲つくりかけのめかご

▲

糠
信
富
雄
さ
ん

め 

か 

ご

ひと休み
コラム

▲めかごづくりの道具
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丸
と
二
の
丸
が
広
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

片
倉
城
跡
公
園
入
口
か
ら
す

ぐ
、
南
へ
急
な
階
段
を
登
っ
た
と

こ
ろ
に
❻
住
吉
神
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
片
倉
城
本
丸
の
北

東
、
鬼
門
の
位
置
に
あ
た
り
、
長

井
氏
、
ま
た
は
長
井
氏
一
族
の
毛

利
師
親
が
鬼
門
除
け
と
し
て
大
阪

の
住
吉
大
社
を
勧
請
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
社
に
は
１
８
５
１

年
に
片
倉
村
の
川
幡
元
右
衛
門
と

そ
の
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
和
算

の
問
題
と
解
答
を
墨
書
き
し
た

「
算
額
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

算
額
と
は
、
江
戸
時
代
に
和
算
の

問
題
が
解
け
た
こ
と
を
神
仏
に
感

謝
し
、
ま
す
ま
す
勉
強
に
励
め
る

よ
う
祈
願
し
て
奉
納
し
た
も
の
。

２
０
１
１
年
に
市
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
北
野
街
道
沿
い
の
寺
社

　

北
野
街
道
沿
い
の
、
❼
斟し

ん
し
ゅ
う
じ

珠
寺

に
あ
る
の
が
、
弁
財
天
湧
水
池
。

弁
天
池
の
な
か
に
は
斟
珠
寺
の
鎮

守
、「
大
辨
財
尊
天
」
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
斟
珠
寺
に
は
戦
国
時

代
か
ら
「
五
輪
様
」
と
名
づ
け
て

崇
め
て
き
た
五
輪
塔
も
あ
り
ま

す
。
も
と
も
と
現
在
の
京
王
片
倉

駅
近
く
の
丘
の
上
に
あ
っ
た
も
の

が
斟
珠
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
い

つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
祈
願
を
す
れ

ば
悩
み
を
取
り
払
っ
て
く
れ
、
病

気
も
治
し
て
く
れ
る
神
仏
と
し
て

崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年

八
十
八
夜
の
日
に
行
わ
れ
る
弁
天

様
の
祭
事
と
合
わ
せ
て
、
五
輪
様

の
供
養
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
殿
川
に
架
か
る
❽
カ
タ
ク
リ

橋
の
辺
り
に
は
、
か
つ
て
用
水
路

か
ら
水
田
ま
で
水
を
ひ
く
堰
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
に

は
１
９
４
０
年
代
ま
で
ボ
ー
ト
場

も
あ
り
、
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
池
の

周
り
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、
小
さ

な
売
店
が
あ
り
ま
し
た
。
冬
に
な

る
と
、
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
も
人

気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

由
井
第
三
小
学
校
に
隣
接
し

て
、
小
比
企
地
域
の
信
仰
を
集
め

る
❾
小
比
企
稲
荷
社
が
あ
り
ま

す
。
１
１
９
０
年
の
鎮
座
で
、
現

在
の
社
殿
は
１
８
４
７
年
に
完
成

し
た
と
さ
れ
、
社
殿
完
成
の
際
に

は
お
神
楽
と
相
撲
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
相
撲
大
会
は
明
治
初
期

ま
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
神
楽
殿

西
側
の
広
場
に
は
相
撲
場
と
い
う

名
前
が
い
ま
も
残
っ
て
い
ま
す
。

60
年
に
１
度
、
式
年
動
座
祭
と
い

う
大
祭
が
あ
り
、
ご
神
体
が
地
域

を
巡
行
す
る
神
事
が
あ
り
ま
す
。

　

❿
長
慶
寺
や
⓫
大
林
寺
、
先
に

紹
介
し
た
梅
洞
寺
で
は
、
戦
時
中
、

品
川
区
立
立
会
国
民
学
校
の
児
童

を
学
童
疎
開
で
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
林
寺
の
西
側
か

ら
磯
沼
牧
場
北
側
の
丘
陵
の
段
壁

に
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
三
鷹
航
空
機
工

業
が
、
敗
戦
２
か
月
前
に
地
下
工

場
に
す
る
た
め
に
掘
っ
た
地
下
壕

で
す
。

　

小
比
企
町
交
差
点
を
右
に
曲
が

り
、
道
な
り
に
進
む
と
京
王
高
尾

線
山
田
駅
に
至
り
ま
す
。

★
お
地
蔵
さ
ま
に
お
参
り
を

　

少
し
足
を
の
ば
し
て
、
小
比
企

町
交
差
点
を
左
に
進
む
細
道
が
旧

北
野
街
道
で
す
。
道
な
り
に
進
む

と
、
し
ば
ら
く
し
て
⓬
六
地
蔵
が

あ
り
ま
す
。
四
角
い
石
碑
の
三
方

に
地
蔵
が
２
体
ず
つ
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
年
以
上
前
に
村
人

の
無
病
息
災
を
願
い
、
疫
病
が
村

に
入
ら
な
い
よ
う
に
、
八
王
子
、

寺
田
、
津
久
井
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
村

に
入
る
３
つ
の
道
が
交
わ
る
場
所

に
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
が
由

井
村
の
西
端
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
め
か
ご
づ
く
り
を
指
導
し
て

い
る
の
が
、
八
王
子
み
な
み
野
シ
テ
ィ

開
発
時
に
地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
す

る
べ
く
立
ち
上
げ
た
、
由
井
地
区
「
ふ

る
さ
と
資
料
館
」
建
設
推
進
委
員
会
の

面
々
で
す
。
資
料
館
は
日
の
目
を
み
て

い
な
い
の
で
す
が
、
め
か
ご
づ
く
り
の

技
法
を
継
承
す
る
な
ど
、「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
を
通
じ
て
地
域
の

歴
史
や
民
俗
を
語
り
継
い
で
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
継
承
し
続
け

る
と
い
う
の
も
な
か
な
か
難
し
く
、
次
の
世
代
が
育
っ
て
い
な
い
の

が
悩
み
の
種
だ
そ
う
で
す
。「
継
承
す
る
団
体
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
の
で
す
が
」
と
次
世
代
に
期
待
す
る
の
は
、
会
の
現
代
表
で
、

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
分
館
の
館
長
も
務
め
て
い
る
糠
信
富

雄
さ
ん
。

　

会
で
は
ふ
る
さ
と
資
料
室
だ
け
で
な
く
、
地
元
七
国
中
学
校
の
生

徒
た
ち
に
め
か
ご
の
説
明
や
編
み
方
を
教
え
る
な
ど
、
伝
承
活
動
を

幅
広
く
続
け
て
い
ま
す
。
糠
信
さ
ん
は
、「
編
む
の
は
、
や
れ
ば
す

ぐ
覚
え
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
か
ご
の
形
に
立
ち
上
げ
る
作
業
、
巻

き
な
が
ら
キ
ュ
ッ
と
引
っ
張
っ
て
い
く
作
業
が
難
し
い
ん
で
す
よ
」

と
、
め
か
ご
づ
く
り
の
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
か
つ
て
こ
の

地
で
盛
ん
だ
っ
た
、
め
か
ご
づ
く
り
の
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る
た

め
に
、
地
元
の
方
々
に
よ
る
地
道

な
伝
承
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。●

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
分
館

　

み
な
み
野
１
―
７
―
１

　

☎
（
６
３
７
）
４
１
２
２

▲

糠
信
富
雄
さ
ん

▲ふるさと資料室

◎
参
考
文
献

・��

由
井
地
区
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」
建
設

推
進
委
員
会
『
め
か
ご

―
八
王
子
市

宇
津
貫
町
に
お
け
る
「
目
籠
づ
く
り
」

の
現
状
調
査
―
』
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由井」

　続いてご紹介するのは、ＪＲ横浜線片倉駅から八王子みなみ野シティを
巡って八王子みなみ野駅へと至るルートです。ここ30年ほどの間に新しく開
発された由井地域の変遷を辿ります。

★由
井地
域を 知

る！　その２ はちとぴ
観光★

―特 撰―

深～く

新風体感コース

◎
八
王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

由
井
地
域
の
様
相
を
大
き
く
変
え
た
の

が
、
八
王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
八
王
子
み

な
み
野
シ
テ
ィ
）
構
想
で
す
。

　

か
つ
て
こ
の
一
帯
は
、
山
林
原
野
が
多

く
を
占
め
、
兵
衛
川
か
ら
枝
分
か
れ
し
た

谷
戸
筋
に
小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
地

域
で
し
た
。
ま
た
、
道
筋
も
狭
く
、
公
共

交
通
機
関
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
度
な
都
市
性
と
里
山
を
基
調
と
し
た

リ
ゾ
ー
ト
性
を
共
に
享
受
で
き
る
街
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
八
王
子
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
構
想
は
、
１
９
８
０
年
の
開
発
基

本
構
想
提
示
か
ら
本
格
化
し
、
１
９
８
９

年
か
ら
本
格
的
な
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
計
画
に
沿
っ
て
、
約
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
、
住
宅
や
道
路
、
公

園
、
公
共
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
が
次
々

と
整
備
。
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
園
が

開
校
、
開
園
し
、
交
通
の
拠
点
と
な
る
八

王
子
み
な
み
野
駅
が
開
業
し
た
１
９
９
７

年
に
入
居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
２
０
１
３
年
に
事
業
が
終
了

す
る
ま
で
、
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
行
わ

れ
、
年
々
賑
わ
い
が
増
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
自
然
保
全
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶
片
倉
駅

　
７
分 

➡ 

０・３
㎞

❷
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー

　
５
分 

➡ 

０・２
㎞

❸
片
倉
城
跡
公
園

　
15
分 

➡ 

０・８
㎞

❹
由
井
事
務
所

　
10
分 

➡ 

０・５
㎞

❺
竜
泉
寺
の
湯

　
10
分 

➡ 

０・５
㎞

❻
片
倉
つ
ど
い
の
森
公
園

　
28
分 

➡ 

１・５
㎞

❼
栃
谷
戸
公
園

　
６
分 

➡ 

０・２
㎞

❽
日
野
自
動
車
21
世
紀
セ
ン
タ
ー

　
16
分 

➡ 

０・９
㎞

❾
宇
津
貫
公
園

　
19
分 

➡ 

１・０
㎞

❿
宇
津
貫
緑
地

　
30
分 

➡ 

１・８
㎞

⓫�

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー�

�

み
な
み
野
分
館

　
10
分 

➡ 

０・５
㎞

⓬�

八
王
子
み
な
み

野
駅

由
井
地
域
を 

知
る
！

　
新
風
体
感
コ
ー
スマイペースで

歩きましょう！

深
～
く

▼現在のみなみ野地区★

▲1994年　造成中のみなみ野地区★

◎参考文献　・都市再生機構編『八王子みなみ野シティ　まちづくりのあゆみ』
　　　　　　・由井西部地域住民協議会編『由井市民センター開設三十周年記念誌』

★
印
の
写
真
は
『
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
開
設
三
十
周
年
記
念
誌
』
よ
り
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「由井」

　
「
放
送
局
の
重
さ
を
考
え
て
な

か
っ
た
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」

　

開
局
時
を
こ
う
振
り
返
る
の
は
、
現
在
八
王
子
Ｆ
Ｍ
代
表
を
務
め

る
中
野
健
次
郎
さ
ん
。
中
野
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
局
づ
く
り
に
挑
ん
だ
の

は
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
し
て
い
て
、
新
人
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
ラ
ジ
オ
局
を

よ
く
利
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
前
か
ら
ラ
ジ
オ
と
の
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
野
さ
ん
が
八
王
子
で
の
ラ
ジ
オ
局
づ
く
り
を
意
識
し
た

の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後
。
近
所
の
飲
食
店
で
防
災
時
に
ラ
ジ

オ
が
役
立
つ
こ
と
を
知
り
、
店
主
に
「
つ
く
っ
ち
ゃ
え
ば
」
と
水
を

向
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
地
震
の

際
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

市
内
で
も
こ
れ
ま
で
ラ
ジ
オ
局
設
立
の
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
潰
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
総
務
省
に
出
向
い
た
中
野
さ
ん
で
す
が
、

担
当
者
に
「
５
～
10
名
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
で
も
、
県
域
Ｆ
Ｍ
局
と
同
じ
こ
と

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
」

と
、
設
立
の
覚
悟
を
問
わ
れ
ま
す
。
少
し

怖
気
づ
い
た
も
の
の
乗
り
か
か
っ
た
船
と

い
う
こ
と
で
、
中
野
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
局
設

立
に
邁
進
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
地
域
内
に

適
度
な
周
波
数
が
あ
る
か
、
お
金
を

か
け
て
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
中
に
は
開
局
し
た
く
て
も
、
周

囲
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
で
、
空
い

て
い
る
周
波
数
が
な
い
た
め
に
断
念

す
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
す
が
、
幸

い
八
王
子
で
は
７
７
・
５
メ
ガ
ヘ
ル

八
王
子

Ｆ
Ｍ

ひと休み
コラム

し
め
る
散
策
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
北
東
斜
面
は
早
春
に

咲
く
う
す
紫
の
カ
タ
ク
リ
の
花
の

群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
や
ニ
リ
ン
ソ

ウ
な
ど
も
群
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
で
昔
か
ら
群
生
し
て
い

る
カ
タ
ク
リ
は
、「
片
倉
」
の
地

名
の
由
来
の
１
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
園
の
奥
に
は
２
０
０
３
年
に

再
建
さ
れ
た
水
車
小
屋
、
そ
ば
に

崖
か
ら
湧
き
出
る
清
水
を
利
用
し

た
シ
ョ
ウ
ブ
田
も
あ
り
ま
す
。
初

夏
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
も
楽
し
め
ま
す
。

　

片
倉
城
跡
公
園
は
彫
刻
の
あ
る

公
園
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
の
「
平
和
祈
念
像
」
の
作
者

と
し
て
有
名
な
彫
刻
家
、
北
村
西

望
が
自
ら
こ
の
公
園
を
希
望
し
て

設
置
し
た
代
表
作
「
浦
島

―
長

寿
の
舞
」
を
は
じ
め
、
西
望
賞

（
北
村
西
望
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
た
、
優
れ
た
彫
刻
家
に
与
え
ら

れ
る
賞
）
受
賞
者
作
品
の
数
々
が

園
内
に
あ
り
ま
す
。

★
新
し
い
由
井
村
の
姿

　

北
野
街
道
を
西
に
進
む
と
、
左

手
に
❹
由
井
事
務
所
が
見
え
て
き

ま
す
。
か
つ
て
京
王
片
倉
駅
南
側

に
あ
っ
た
由
井
村
役
場
は
、
由
井

事
務
所
と
な
っ
て
か
ら
現
在
地
に

移
転
し
ま
し
た
。
南
多
摩
郡
16
町

村
の
１
つ
で
あ
っ
た
由
井
村
は
郡

内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積

は
約
15
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
村

内
は
ほ
と
ん
ど
が
農
地
で
、
東
部

に
水
田
、
西
部
に
麦
な
ど
を
育
て

る
畑
作
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
緩
や
か
な
丘
陵
が
広
が
り
、

雑
木
林
も
多
い
土
地
で
し
た
。

　

つ
ど
い
の
森
入
口
交
差
点
を
左

に
曲
が
る
と
、
16
種
の
風
呂
や
サ

ウ
ナ
、
７
種
類
の
岩
盤
浴
場
を
備

え
る
大
規
模
入
浴
施
設
、
❺
竜
泉

寺
の
湯
が
あ
り
ま
す
。
血
流
が
数

倍
に
も
な
る
と
い
う
高
濃
度
炭
酸

泉
や
美
肌
成
分
を
含
ん
だ
良
質
な

天
然
温
泉
を
楽
し
め
ま
す
。

　

少
し
高
台
に
見
え
る
の
は
、
２

０
１
０
年
に
開
園
し
た
❻
片
倉

つ
ど
い
の
森
公
園
。
９
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
誇
る
み
な
み
野
エ
リ
ア

の
代
表
的
公
園
で
す
。
自
然
林
や

広
場
を
活
か
し
た
つ
く
り
に
な
っ

て
い
て
、
広
い
原
っ
ぱ
か
ら
は
富

士
山
や
高
尾
山
な
ど
の
山
々
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
凧
揚
げ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
、
多
く
の
老
若
男
女
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

★
片
倉
駅
を
始
点
に

　

❶
片
倉
駅
は
、
も
と
も
と
１
９

４
２
年
に
設
置
さ
れ
た
横
浜
線
の

信
号
所
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
１
９
５
７
年
に
駅
に
昇
格
し

ま
し
た
。
横
浜
線
が
複
線
化
し
た

１
９
８
８
年
に
は
高
架
駅
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
区
画
整
理
事
業

に
よ
っ
て
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
も
完

成
。
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　

駅
か
ら
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に

２
階
建
て
の
❷
由
井
市
民
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
８
年

に
開
設
し
た
セ
ン
タ
ー
内
に
は
地

区
図
書
室
や
体
育
館
が
整
備
さ

れ
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２

０
１
８
年
に
は
開
設
30
周
年
を
迎

え
て
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
記
念

誌
も
刊
行
。
同
年
に
「
地
域
福
祉

推
進
拠
点　

由
井
」
も
開
設
し
ま

し
た
。

★
自
然
と
彫
刻
の
調
和

　

国
道
16
号
沿
い
に
出
る
と
、
❸

片
倉
城
跡
公
園
が
あ
り
ま
す
。
広

大
な
園
内
に
は
豊
か
な
自
然
環
境

が
残
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
彫

刻
広
場
か
ら
本
丸
広
場
に
向
か
う

小
道
沿
い
は
四
季
折
々
の
花
が
楽

▲

八王子ＦＭ外観

▲

ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
音
源
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イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
２
０
１
８
年

に
は
八
王
子
流
鏑
馬
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
園
内
に
は
、
つ
ど
い
の

池
を
バ
ッ
ク
に
し
た
森
の
ス
テ
ー

ジ
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
と
階
段
状

の
客
席
を
備
え
た
観
劇
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
ほ
か
、
非
常
時
の
災
害
時

物
資
運
搬
拠
点
と
し
て
整
備
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

★
谷
戸
の
く
ら
し

　

八
王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
前

の
由
井
地
域
は
、「
谷や

戸と

」
と
呼

ば
れ
る
谷
す
じ
に
沿
っ
て
小
規
模

な
集
落
が
点
在
す
る
地
域
で
し

た
。
そ
ん
な
谷
戸
の
姿
を
そ
の
ま

ま
公
園
に
し
た
❼
栃と

ち

谷や

戸と

公
園

は
、
里
山
の
風
景
を
再
現
し
、
石

橋
や
段
々
畑
を
模
し
た
景
色
が
人

気
で
す
。
展
望
台
か
ら
は
富
士

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、「
関
東

富
士
見
百
景
」
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

栃
谷
戸
公
園
の
少
し
先
に
は
、

日
野
自
動
車
の
研
修
施
設
、
❽
日

野
自
動
車
21
世
紀
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
併
設
す
る
「
日
野
オ
ー

ト
プ
ラ
ザ
」
は
、
日
野
自
動
車
の

歴
史
を
学
べ
る
博
物
館
で
す
。
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
２
階
に
上
が
る

と
、
ミ
ニ
カ
ー
や
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
が
あ
り
、
創
業
か
ら
現
在
に
至

る
日
野
自
動
車
の
歴
史
を
辿
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
円
形
の
展
示
場

内
に
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
、
Ｅ

Ｖ
商
用
車
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
屋
外
展
示
も
含

め
て
一
部
の
車
両
の
中
に
入
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
開
館
時
間
は
10

時
～
16
時
（
入
館
は
15
時
ま
で
）、

休
館
日
は
第
１
・
３
・
５
土
曜

日
、
日
曜
日
、
夏
季
連
休
、
冬
季

連
休
、
５
月
連
休
。

　

七
国
と
み
な
み
野
の
間
の
道
を

進
む
と
、
❾
宇
津
貫
公
園
が
あ
り

ま
す
。
八
王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開

発
地
域
の
樹
木
を
移
植
し
た
り
、

伐
採
木
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど

し
て
、
２
０
０
５
年
に
開
園
し
た

公
園
で
す
。
中
央
に
は
大
き
な
広

場
と
斜
面
を
生
か
し
た
芝
生
広
場

が
あ
り
、
こ
の
斜
面
頂
上
か
ら
も

富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

宇
津
貫
公
園
を
右
折
し
、
４
０

０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
で
左
折
。

道
な
り
に
進
む
と
、
横
浜
線
沿
い

に
、
広
さ
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及

ぶ
❿
宇
津
貫
緑
地
が
あ
り
ま
す
。

開
発
の
進
ん
だ
八
王
子
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
な
か
で
、
い
ま
で
も
蛍
が

生
息
す
る
な
ど
、
か
つ
て
こ
の
地

域
に
あ
っ
た
自
然
を
体
感
で
き
る

貴
重
な
場
所
で
す
。
開
発
時
か
ら

宇
津
貫
み
ど
り
の
会
が
保
全
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
（
Ｐ
10
参
照
）。

★
八
王
子
み
な
み
野
駅
周
辺

　

み
な
み
野
駅
近
く
、
片
柳
学
園

第
３
学
生
会
館
の
２
階
に
あ
る
⓫

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
分

館
は
２
０
１
０
年
の
開
設
。
館
内

の
「
ふ
る
さ
と
資
料
室
」
に
は
、

こ
の
地
域
の
歴
史
や
民
俗
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
由
井
市

民
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
図
書
館
も

併
設
し
、
会
議
室
や
多
目
的
室
な

ど
を
使
っ
て
地
元
サ
ー
ク
ル
が
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

⓬
八
王
子
み
な
み
野
駅
は
、
八

王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
び
ら

き
と
合
わ
せ
て
１
９
９
７
年
に
設

置
さ
れ
た
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
除
い

て
市
内
で
最
も
新
し
い
駅
で
す
。

１
９
７
０
年
代
か
ら
片
倉
駅
と
相

原
駅
の
間
に
駅
設
置
運
動
が
展
開

さ
れ
、
当
時
は
「
宇
津
貫
駅
」
と

仮
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
八
王
子

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
交
通
拠
点
で
あ

る
こ
の
駅
こ
そ
、
由
井
地
域
の

〝
い
ま
〟
を
伝
え
る
中
心
的
存
在

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ツ
が
空
い
て
い
た
た
め
、
申
請
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
も
数
多
く
の
困
難

は
あ
っ
た
も
の
の
驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー

ズ
に
話
は
進
み
、
協
力
者
も
現
れ
た

こ
と
で
、
通
常
数
年
は
か
か
る
と
い

う
開
局
が
、
な
ん
と
申
請
か
ら
１
年

後
の
２
０
１
７
年
10
月
１
日
に
成
し

遂
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

小
さ
い
ラ
ジ
オ
局
で
す
が
、
八
王
子
Ｆ
Ｍ
も
名
の
知
ら
れ
た
大
き

な
局
と
同
じ
く
、
公
共
放
送
と
し
て
の
放
送
倫
理
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
リ
ス
ラ
ジ
（
ラ
ジ
オ
音
楽
番
組
無
料
ア
プ
リ
）
を
通
じ

て
世
界
中
で
聴
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
八
王
子
の
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
有
名
人
も
積
極
的
に
登
用
し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
番
組
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
日
本
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
韓
国
な
ど
か
ら
も

番
組
へ
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

中
野
さ
ん
は
こ
の
１
年
を
、「
忙
し
く
て
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な

い
う
ち
に
過
ぎ
て
い
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
電
波
を

使
っ
た
八
王
子
唯
一
の
ラ
ジ
オ
局
と
し
て
、
市
民
に
大
切
に
育
て
て

い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
と
っ
て

重
要
な
ラ
ジ
オ
局
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
る
中
野
さ
ん
。
あ

な
た
も
リ
ス
ナ
ー
と
な
っ
て
、
あ

る
い
は
サ
ポ
ー
タ
ー
や
広
告
な
ど

を
通
じ
て
、
ラ
ジ
オ
で
八
王
子
を

盛
り
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
八
王
子
Ｆ
Ｍ

　

み
な
み
野
４
ー
33
ー
１

　

https://775fm
.com

/

▲

オ
ン
エ
ア
の
様
子

▲代表の中野健次郎さん（右）と阿部友美子さん
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里
山
に
生
き
、
里
山
を
伝
え
る

　
「
宇
津
貫
み
ど
り
の
会
」
は
、
み
な

み
野
シ
テ
ィ
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
と
も

い
わ
れ
る
宇
津
貫
緑
地
で
、
30
年
近
く

里
山
保
全
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
発
足
は
１
９
９
１
年
。
宇
津
貫

町
に
惹
か
れ
て
越
し
て
き
た
今
村
純
子

さ
ん
を
中
心
に
、
女
性
ば
か
り
15
名
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
み
な
み
野
在
住
の
方
を
中
心

と
し
た
約
50
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
月

３
、
４
回
の
山
の
手
入
れ
を
ベ
ー
ス
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
事
な
の
が

冬
場
の
下
草
刈
り
や
間
伐
、
落
ち
葉
掃

き
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
春
に
多
く
の

草
花
が
芽
吹
い
て
く
る
の
で
す
。
現

在
、
会
の
代
表
を
務
め
る
城
所
幸
子
さ

ん
は
、「
人
間
は
緑
と
空
気
と
水
が
な

い
と
生
き
て
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
そ

ん
な
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
宇
津
貫
緑
地

の
自
然
の
な
か
で
、
気
の
合
う
仲
間
と

語
ら
っ
た
り
、
保
全
活
動
に
か

か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
自
体
が

魅
力
な
ん
で
す
」
と
語
り
ま

す
。

　

里
山
の
保
全
に
と
ど
ま
ら

ず
、
た
と
え
ば
七
国
中
学
校
の

総
合
学
習
で
「
め
か
ご
」
づ
く

り
を
支
援
し
た
り
、
お
月
見
の

時
期
に
お
団
子
を
つ
く
っ
た
り

と
、
宇
津
貫
地
域
で
か
つ
て
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
た
生
活
文
化
の
継
承
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
昔
の
言
い
伝
え
や

行
事
の
由
来
を
地
元
の
古
老
か
ら
聞
き

取
り
、
２
０
０
２
年
に
は
地
図
「
宇
津

貫
・
片
倉
む
か
し
道
」、
２
０
０
７
年

に
は
書
籍
『
み
な
み
野
の
ル
ー
ツ
「
谷

戸
の
く
ら
し
」』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
地
域
は
わ
り
と
昔
な
が
ら
の

文
化
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ど
ん
ど

ん
す
た
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
、
忘
れ
ら

れ
そ
う
な
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
受
け
継

い
で
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
城
所
さ
ん
。

宇
津
貫
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、
里
山

の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
、
い

く
つ
も
の
ア
イ
デ
ア
を
抱
き
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
や
広
報
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

宇津貫みどりの会◆活　動　日：�毎月第１月曜日、第２
日曜日、第３土曜日

◆時　　　間：9：00～11：30
◆活 動 場 所：宇津貫緑地
◆問い合わせ：636－2466（城所）

▲里山保全活動をするメンバー


